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東
駅
京
伝

第７回中学生「東京駅伝」大会
平成２８年２月７日（日）
○女子の部　３０ｋｍ　スタート　午前１０時
○男子の部　４２．１９５ｋｍ　スタート　午後１時
○大会会場　味の素スタジアム・都立武蔵野の森公園　特設周回コース
　各区市町村からそれぞれ選抜された中学校２年生による駅伝競走で
す。羽村市の選手たちは、大会に向けて一生懸命練習しています。応援
よろしくお願いします。

【
男
子
】

《
羽
村
第
一
》

真
壁
英
司
、
朝
龍
ノ
介
、

篠
田
徹
也
、
横
井
欧
翼

《
羽
村
第
二
》

酒
井
倖
太
、
田
中
翔
、

渡
久
地
拓
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、
榎
本
楓
、

渡
邉
僚
太
、
岡
田
大
翔
、

山
本
航
平
、
南
岡
慎
也
、

田
口
創
史
、
齊
藤
清
也
、

新
井
優
太

《
羽
村
第
三
》

高
木
崚
冶
、
林
三
四
郎
、

岩
田
敬
悟
、
北
見
晴
希
、

磯
部
陸
央
、
西
條
陸
希

【
女
子
】

《
羽
村
第
一
》

鈩
凜
佳
、
小
関
栞
、
近
藤
希
和
、

秋
田
桃
葉
、
吉
田
万
優
子
、

高
栁
優
花

《
羽
村
第
二
》

井
上
莉
里
加
、
臼
井
優
唯
、

村
田
幸
呼
、
櫻
沢
満
里
奈
、

高
田
陽
菜
、
中
村
優
海
、

甲
野
花
佳
、
柿
崎
菜
々
、

伊
丹
の
ど
か

《
羽
村
第
三
》

立
石
ひ
ら
り
、
西
田
菜
々
花
、

髙
橋
香
凜
、
臼
井
若
納
、

渡
部
さ
く
ら
、
山
下
寧
々（敬

称
略
）

代
表
選
手
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総
合
教
育
会
議
が 

開
催
さ
れ
ま
し
た

　
総
合
教
育
会
議
は
、
市
長
と
教
育
委
員
会

が
意
思
疎
通
を
図
り
な
が
ら
教
育
大
綱
や
教

育
に
関
す
る
重
点
的
な
施
策
、
児
童
・
生
徒

の
生
命
ま
た
は
身
体
の
保
護
等
に
関
す
る
緊

急
の
場
合
に
取
組
む
べ
き
措
置
等
に
つ
い
て

協
議
・
調
整
を
行
う
会
議
で
す
。

　
平
成
27
年
度
第
一
回
羽
村
市
総
合
教
育
会

議
が
10
月
21
日
（
水
）
に
開
催
さ
れ
、
会
議

の
運
営
等
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

次
回
か
ら
は
、
羽
村
市
の
教
育
の
基
本
理
念

を
定
め
る
教
育
大
綱
の
策
定
に
向
け
て
協
議

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問
合
せ
　
生
涯
学
習
総
務
課
総
務
係
　
内
線
352
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新 

年 

を 

迎 

え 

て

教育長
桜 沢  修

教育長職務代理者
江 本 裕 子

教育委員
島 田 哲 一 郎

教育委員
羽 村  章

教育委員
塩 田 真 紀 子

　

教
育
現
場
出
身
者
の
眼
と
一
市
民
の
眼
、
二
つ
の
眼
で
羽
村
の
教
育
を

し
っ
か
り
見
つ
め
、
発
信
し
て
い
き
ま
す
。 

た
く
さ
ん
の
人
の
「
羽
村
で

学
べ
て
よ
か
っ
た
」
が
、
目
標
で
あ
り
願
い
で
す
。

　

羽
村
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
は
、「
自
立
と
連
携
」
で
す
。
子
ど
も

た
ち
が
将
来
、
社
会
的
に
自
立
し
て
生
き
て
い
け
る
力
を
育
む
と
と
も
に
、
学

校
を
は
じ
め
、
教
育
関
係
機
関
、
団
体
が
、
自
立
し
相
互
に
連
携
し
て
教
育
の

充
実
が
図
ら
れ
る
よ
う
教
育
行
政
の
さ
ら
な
る
進
展
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
一
年
も
羽
村
市
民
一
人
ひ
と
り

が
、
生
涯
学
習
を
通
し
て
豊
か
な
一
年
と
な
り
ま
す
事
を
祈
念
す
る
と
共

に
、
私
自
身
も
教
育
委
員
と
し
て
責
務
を
全
う
す
る
事
に
全
力
を
尽
し
ま

す
。

　

初
心
忘
る
べ
か
ら
ず
。
羽
村
市
教
育
委
員
を
拝
命
し
て
か
ら
二
期
目
と

な
り
、五
度
目
の
お
正
月
を
迎
え
ま
し
た
。
拝
命
時
の
緊
張
感
を
忘
れ
ず
に
、

常
に
子
ど
も
た
ち
へ
の
貢
献
を
意
識
し
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

委
員
の
初
年
は
、
教
育
現
場
を
見
て
知
る
こ
と
か
ら
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

二
年
目
の
今
年
は
少
し
で
も
前
進
し
、
学
校
・
地
域
・
子
ど
も
・
お
と
な

が
活
き
活
き
と
過
ご
せ
る
よ
う
、
尽
力
し
て
参
り
ま
す
。
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☆　

羽
村
市
自
然
休
暇
村　

☆

　
　
　
　
　

子
ど
も
た
ち
の
芸
術
作
品
を
ご
覧
く
だ
さ
い

～
児
童
作
品
展
の
お
知
ら
せ
～

　

自
然
休
暇
村
の
ロ
ビ
ー
で
、「
児
童
作
品
展
」

を
左
記
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
作
品
展
は
、
羽
村
市
内
小
学
校
の
児
童

が
制
作
し
た
絵
画
な
ど
の
作
品
を
発
表
す
る
場

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
思
い
思
い
に
制
作
し
た
作
品

を
ご
覧
い
た
だ
き
な
が
ら
、
清
里
の
大
自
然
を

満
喫
し
に
、
是
非
自
然
休
暇
村
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

◎
問
合
せ

　

展
示
に
つ
い
て
：

　

生
涯
学
習
総
務
課
生
涯
学
習
推
進
係

内
線
362

　

宿
泊
等
に
つ
い
て
：

　

羽
村
市
自
然
休
暇
村

０
１
２
０

－

４
７

－

４
０
１
７

　

PHS
・
携
帯
か
ら
は

０
５
５

－

４
８

－

４
０
１
７

http://ham
ura-kyukason.jp

＊
展
示
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
予
定
）

・ 

１
月
・
・
・
羽
村
東
小
学
校
（
展
示
中
）　

・ 

７
月
・
・
・
松
林
小
学
校

・ 

３
月
・
・
・
羽
村
西
小
学
校　
　
　
　
　
　

・ 

８
月
・
・
・
小
作
台
小
学
校

・ 

４
月
・
・
・
富
士
見
小
学
校　
　
　
　
　
　

・ 

10
月
・
・
・
武
蔵
野
小
学
校

・ 

６
月
・
・
・
栄
小
学
校

※
展
示
時
期
が
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
予
め
問
合
せ
先
に
ご
確 

　

認
く
だ
さ
い
。

平
成
27
年
度
羽
村
市
教
育
委
員
会
表
彰
候
補
者
の
推
薦
を
お
願
い
し
ま
す

　

教
育
委
員
会
で
は
、
羽
村
市
の
教
育
、
学
術
、
文
化
、
技
芸
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の

振
興
に
尽
力
し
、
そ
の
功
績
が
顕
著
な
個
人
ま
た
は
団
体
を
表
彰
し
ま
す
。

◆
表
彰
の
対
象
と
な
る
期
間

　
　

平
成
27
年
１
月
１
日
～
12
月
31
日

 

児
童
・
生
徒
の
表
彰

〇
ク
ラ
ブ
活
動
、
部
活
動
ま
た
は
そ
の
他
の
活
動
に
お
い
て
、
関
東
レ
ベ
ル
以
上
の

競
技
会
、
東
京
都
レ
ベ
ル
以
上
の
コ
ン
ク
ー
ル
若
し
く
は
そ
れ
に
準
ず
る
も
の
に

出
場
し
、
著
し
い
成
績
を
あ
げ
た
も
の

〇
児
童
・
生
徒
等
の
模
範
と
な
る
活
動
を
行
い
、
そ
の
功
績
が
顕
著
で
あ
る
も
の

 

教
職
員
の
表
彰

〇
学
校
教
育
の
振
興
、
発
展
に
寄
与
し
、
特
に
そ
の
功
績
が
顕
著
で
あ
る
も
の

〇
部
活
動
又
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
に
お
い
て
児
童
・
生
徒
の
指
導
に
著
し
い
成

果
を
あ
げ
た
も
の

 

教
育
功
労
者
等
の
表
彰

〇
委
員
会
が
委
嘱
又
は
任
命
し
た
各
種
委
員
で
、
満
10
年
以
上
そ
の
職
に
あ
っ
た
も

の
〇
各
種
教
育
団
体
の
役
員
と
し
て
満
12
年
以
上
そ
の
職
に
あ
っ
た
も
の

〇
教
育
、
学
術
、
文
化
、
技
芸
、
ス
ポ
ー
ツ
等
の
活
動
に
お
い
て
市
民
の
模
範
と
な

る
活
動
を
行
っ
た
も
の

推
薦
の
方
法

市
役
所
西
庁
舎
３
階
生
涯
学
習
総
務
課
に
あ
る
推
薦
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
平

成
28
年
１
月
20
日(

水)

ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

要
件
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

※
推
薦
書
は
市
公
式
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
表
彰
式
は
３
月
に
開
催
予
定
で
す
。

問
合
せ　

生
涯
学
習
総
務
課
総
務
係　

内
線
352
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つなごう∞育てよう∞いっしょに

紹介します！小中一貫教育の取組み
　今回は、小中一貫教育の取組みの一部として、昨年実施された中学生の職場体験
学習、小学生の稲作体験、救急救命講習を紹介します。

　職場体験学習は、人間学（キャリア教育）の
ひとつとして、働くことの意義や働くことの楽
しさや大変さなどを、実際に５日間職場で働く
ことで実感し、将来の自分の職業について考え
る機会とするものです。
　また、体験後に職場体験で学んだことを小学
生や事業所の方へ発表しています。
 
◆羽村第一中学校

【職場体験】平成27年10月19日（月）～23日（金）
 特別支援学級
 平成27年11月19日（木）、20日（金）

◆羽村第二中学校
【職場体験】平成27年 5月18日（月）～22日（金）

◆羽村第三中学校
【職場体験】平成27年10月26日（月）～30日（金）
 特別支援学級
 平成27年11月12日（木）、13日（金）

平成２７年度　受入事業所数　１０６事業所
職場体験では市内事業所の皆さまに

お世話になりました。　
ご協力ありがとうございました。
※羽村市公式サイトに受入事業所一覧が掲載されています。

職場体験学習【人間学（キャリア教育）】～社会に向かって～
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小中一貫教育とは
　児童・生徒の発達段階に応じた指導を効果的に行うため、義務教育９年間を前期・中期・後期の
３つに区分し、きめ細かい指導を実施するとともに、小学校と中学校のカリキュラムを円滑に接続し、
児童・生徒の学力の向上や望ましい健全育成を図る取組みです。

　田植えや稲刈りなどの稲作を体験することで、食べ物の大切さや農業の重要性を学
んでいます。また、羽村の郷土を愛し、羽村の良さに気付き、人々の生活、文化や環
境などを守っていくことのできる能力や態度を育成し、それらを生かした実践力を高
めることを目標としています。
◆田植え　平成２７年　６月７日（日）　　◆稲刈り　平成２７年１０月３日（土）

　中学校２年生は、ＢＬＳ（一次救命処置）のひとつとしてＣＲＰ（心肺蘇生法）と
ＡＥＤ（自動体外式除細動器）の操作法を杏林大学生から学びました。非常災害時に
傷病者救助等の手助けができる技能を習得することを目標にしています。また、技能
講習のほか、杏林大学教授による事前学習が行われ、救急救命の必要性を学びました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
◆羽村第一中学校
　【救急救命講習】
 平成２７年６月１５日（月）
◆羽村第二中学校
　【救急救命講習】
 平成２７年６月　８日（月）
◆羽村第三中学校
　【救急救命講習】
 平成２７年６月　１日（月）

稲作体験【羽村学（郷土学習）】～羽村にかかわる～

救急救命講習【羽村学（郷土学習）】～羽村の明日をつくる～
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シリーズシリーズ

特別支援教育特別支援教育⑱⑱ 特別支援教育の充実に向けて
各学校の実践紹介その４
　羽村市では、全ての学校でユニバーサルデザインを取り入れた環境整備や授業づくりを進
めています。公開日等ご来校の際には、注目してご覧ください。

小作台小学校 ユニバーサルデザインの授業を心がけています。

一単位時間の授業の流れを一定に
問題⇒自力解決１⇒めあて⇒自力解決２⇒自分の考え⇒友達の考え⇒
全体での解決⇒まとめ⇒習熟⇒振り返り
どの学年、クラスでも同じ流れを基本にしています。

となりの友達と　グループのみんなと
話し合い、学び合いを取り入れています。

目で見てわかる手がかり
・ヒントカード
・仮説を考えるワード
・自分の考えを説明する話形

①見通しがもてる授業

③学び合いの授業
②目で見て分かる授業

羽村第一中学校

　特別な支援を必要とする生徒の多くに共通する特徴は｢外か
らの刺激に容易に反応しやすい｣ということです。これは集中
の持続困難や不注意、多動等外部の刺激との関連で生じてい
るといえます。
　教室内で継続的な刺激となるのは、特に掲示物で、これら
の量の調整によって刺激量を減少させることができます。
　他の生徒にとっても、気が散るほどではないが常に目に入っ
てくる刺激に脳は反応し続けているので、有効と考えています。

　同様に教室前面の棚は、教材や本などが出し入れされ、掲
示物よりもさらに「変化」という要素が加わる刺激となります。
　変化は刺激を高めるため、下部には扉を設置してあり、刺激
を調整しています。
　上部は中身の整理とともにカーテンの利用について必要に応
じて検討しています。

教室内の環境整備 ～刺激量の調整のために～

特別支援学級教室前面

通常の学級教室前面の棚

特別支援教育等に関するご相談・お問合せは…
○教育支援課特別支援教育係 　内線３７３
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平
成
27
年
度  

学
校
給
食
に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
審
査
結
果

　

給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
学
校
給
食
や

食
に
つ
い
て
広
く
啓
発
を
図
る
た
め
、

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
て
い

ま
す
（
共
催
：
東
京
都
学
校
給
食
会
）。

　

今
年
度
は
、
羽
村
市
・
瑞
穂
町
の
小

中
学
校
に
在
学
す
る
児
童
・
生
徒
か
ら

５
２
８
点
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

審
査
の
結
果
、
最
優
秀
賞
４
点
（
羽

村
市
か
ら
３
点
）、
優
秀
賞
４
点
（
羽

村
市
か
ら
３
点
）、
入
賞
19
点
（
羽
村

市
か
ら
11
点
）
合
計
27
点
が
決
定
し
ま

し
た
。

　

最
優
秀
賞
作
品
を
掲
示
し
た
給
食
配

送
車
が
、
羽
村
市
内
を
走
り
ま
す
の
で

是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。
羽
村
市
か
ら
選

ば
れ
た
作
品
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬

称
略
）

詳
し
く
は
「
羽
村
・
瑞
穂
地
区
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
公
式
サ
イ
ト
（http://

w
w

w
.kyushoku.or.jp

）」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

羽
村
・
瑞
穂
地
区
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー　

給
食
課
管
理
給
食
係

　

℡
：
５
５
４
―
２
０
８
４

【
最
優
秀
賞
】

【
優
秀
賞
】

　

羽
田
瑞
歩
（
富
士
見
小
学
校
４
年
）

　

尾
中
り
ね
（
小
作
台
小
学
校
２
年
）

　

近
藤
凛
汰
朗（
武
蔵
野
小
学
校
１
年
）

【
入
賞
】

　

長
坂
勇
作
（
富
士
見
小
学
校
２
年
）

　

田
中
佑
幸
（
富
士
見
小
学
校
２
年
）

　

工
藤
和
睦
（
富
士
見
小
学
校
２
年
）

　

金
子
瑛
太
（
富
士
見
小
学
校
３
年
）

　

村
木
茉
奈
（
富
士
見
小
学
校
５
年
）

　

池
田
佳
穂
（
栄
小
学
校
３
年
）

　

小
林
亮
斗
（
栄
小
学
校
３
年
）

　

山
本
洸
夢
（
小
作
台
小
学
校
５
年
）

　

稲
屋
文
音
（
小
作
台
小
学
校
６
年
）

　

竹
内
茉
永（
羽
村
第
一
中
学
校
２
年
）

　

峰
岸
悠
（
羽
村
第
一
中
学
校
２
年
）

【
作
品
展
示
】

　

最
優
秀
賞
・
優
秀
賞
・
入
賞
の
作
品

を
、
次
の
と
お
り
展
示
し
ま
す
。
是
非

ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
会
場

羽
村
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ゆ
と
ろ
ぎ

　

１
月
８
日
（
金
）
～
１
月
19
日
（
火
）

　

午
前
９
時
～
午
後
10
時

瑞
穂
ビ
ュ
ー
パ
ー
ク
・
ス
カ
イ
ホ
ー
ル

　

１
月
20
日
（
水
）
～
１
月
28
日
（
木
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

INFORMATION
生涯学習センター
ゆとろぎ

Tel 570-0707 羽村東小学校 Tel 554-5663 武蔵野小学校 Tel 555-6904

図書館 Tel 554-2280 羽村西小学校 Tel 554-2034 羽村第一中学校 Tel 554-2012

郷土博物館 Tel 558-2561 富士見小学校 Tel 554-6449 羽村第二中学校 Tel 554-2041

スポーツセンター Tel 555-0033 栄小学校 Tel 554-2024 羽村第三中学校 Tel 555-5131

スイミングセンター Tel 579-3210 松林小学校 Tel 554-7800 教育相談室 Tel 554-1223

弓道場 Tel 555-9255 小作台小学校 Tel 554-1431
適応指導教室
ハーモニースクール・はむら

Tel 554-1331

小椋　遙仁
（羽村東小学校３年）

直井　新大
（富士見小学校１年）

平方　里奈
（羽村第三中学校１年）
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特定非営利活動法人羽村市体育協会および羽村市文化協会は、市や教育委員会と協働して、
市のスポーツや文化を推進していくための団体です。

羽村市文化協会　TEL　090-5510-0191

特
定
非
営
利
活
動
法
人

　

羽
村
市
体
育
協
会

ゆ
と
ろ
ぎ
伝
統
文
化
交
流
事
業 

　

ゆ
と
ろ
ぎ
で
お
正
月
を
遊
ぼ
う
！ 

１
月
10
日
（
日
）
午
前
11
時
～
午
後
２
時 

主
催　

羽
村
市
教
育
委
員
会  

協
力　

羽
村
市
文
化
協
会 

　

ゆ
と
ろ
ぎ
邦
楽
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト 

　
　
　
「
初
春
・
邦
楽
の
し
ら
べ
」 

時
間　

正
午
～
午
後
０
時
45
分  

会
場　

ゆ
と
ろ
ぎ
１
階
ロ
ビ
ー 

出
演　

詩
吟
／
西
吟
会 　
　

書
道
吟
／
書
道
連
盟
：
田
村
好

 

（
曲
目
）
祝
賀
の
詩
、
宝
船
、
羽
村
の
堰
、
新
年
を
迎
う
、 

　
　
　

和
歌　

明
治
天
皇
御
製　

新
春
偶
成

 

琴
・
尺
八
／
羽
村
三
曲
会 

 

（
曲
目
）
編
曲 

民
謡
調
、
こ
と
う
た 

琴
線
、

 

　
　
　

さ
く
ら
五
重
奏
曲
、
ひ
な
ま
つ
り 

初
釜   

会
場　

ゆ
と
ろ
ぎ
１
階
ロ
ビ
ー 

書
き
初
め   

会
場　

ゆ
と
ろ
ぎ
１
階
ロ
ビ
ー 

コ
マ
回
し
・
は
ね
つ
き   

会
場　

ゆ
と
ろ
ぎ
交
流
ひ
ろ
ば 

　

※
初
生
け
、
七
福
神
も
展
示
し
ま
す
。

羽
村
市
文
化
協
会
10
周
年
記
念
事
業

○
第
４
回
羽
村
舞
踊
ま
つ
り

日
時　

２
月
20
日
（
土
）　

開
演　

午
後
０
時
30
分

会
場　

ゆ
と
ろ
ぎ
大
ホ
ー
ル

出
演　

東
流
、
菊
扇
流
、
京
花
流
、
藤
恵
流
、
舞
の
会
、

 

松
乃
扇
流

○
第
11
回
は
む
ら
音
楽
祭
「
邦
楽
の
集
い
」

日
時　

２
月
21
日
（
日
）　

開
演　

午
後
１
時

会
場　

ゆ
と
ろ
ぎ
大
ホ
ー
ル

出
演　

大
正
琴
扇
靖
流
、
庸
吟
会
、
三
味
線
弥
尾
地
会
、

 

羽
村
三
曲
会
、
西
吟
会
、
伊
庭
会

第 ３ ４ 回 羽 村 市 駅 伝 大 会
日　時　3月6日（日）開会式　午前8時50分　クラブハウス前
　　　　第1レース（①～④）　午前9時30分　スタート
　　　　第2レース（⑤・⑥）　午前10時20分　スタート（予定）
会　場　富士見公園スタート・ゴール
参加費　第1レース　①町内会・自治会の部…無料、②中学生女子の部…市内無

料・市外1,000円、③一般女子の部…市内2,000円・市外3,000円、④50歳以
上の部…市内2,000円・市外3,000円

 第2レース　⑤中学生男子の部…市内無料・市外1,000円、⑥一般の部…
市内2,000円・市外3,000円

※申込方法など詳しくは広報はむら1月15日号でお知らせします。

第 ４ ０ 回 羽 村 市 完 歩 大 会 結 果
　平成27年11月23日（月・祝）に実施した完歩大会には、3コースあわせて82人が参
加しました。曇天ではありましたが、参加した皆さんは気持ちの良い汗を流すこ
とができました。各コースへの参加人数は次のとおりです。
▼ 1 里（4 ｋｍ）…21 人、▼ 2 里（8 ｋｍ）…29 人、▼ 3 里（12 ｋｍ）…32 人

Ｔ
Ｅ
Ｌ

　

５
５
５
―
１
６
９
８


